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加速する原発政策、「最大限の活用」へ  

—急増する老朽原発依存度と増え続ける使用済み核燃料— 

 

  

 

 

 

 

  

  



NO NUKES   2022.9 29  

2 
 

― ―

( )

 (※ YouTube ➜「

 

．．．

．．

①まず、すべての原発の再稼働を急ぐ 

▲図 2 原子力発電所の現状 

▲図１ 原発の最大限活用の 2 つの柱 
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▲図４ 小型モジュール炉の例 

▲図３ 長期運転による発電可能な原発数の推移 
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４．原発から再生可能エネルギーへ！ 

環境の点はもちろん、全コスト（＝建設費用＋運

転維持＋設備廃棄費用）で比較すれば、発電コスト

の点でも、いまや、太陽光発電や風力発電が原発よ

り優れているのは明らかです（図６）。 

一方、原発に莫大な費用と労力をかけるのは、世

界から遅れている日本の再生可能エネルギーの普

及を一層遅らせるだけです。 

以上、具体的に見れば、「原発の最大限の活

用」が、何をもたらすのかは明白です。 

第１に、日本を再び原発依存社会に引きもどす

ことです。それもかつてないほど危険な老朽原発

への依存社会です。第２に、今後も長期にわたり増

え続ける大量の使用済み核燃料によって、一層遠

い将来まで世界をおびやかすことになります。 

したがって、原発依存から一刻も早く抜け出し、

日本に資源量として原発の１１０倍以上もある再

生可能エネルギー（図８）を社会・経済の軸に据え

ることが、今最も重要です。  

▲図８ 原発出力と再生可能エネルギー資源量 

▲図５ 使用済み核燃料の道県別貯蔵量 

▲図６ 再生可能エネルギーと原発のコスト 

▲図７ 原発の最大限活用がもたらすもの 
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